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町
消
防
出
初
式
が
１
月
５
日
（
日

）
鶴
田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
、
各
分
団
員
総
勢
１
０
６
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、1

6

年
ぶ
り
の
大
雪
に

見
舞
わ
れ
、
雪
の
中
で
の
出
初
式
に

な
り
ま
し
た
が
、
各
団
員
に
よ
る
分

列
行
進
や
規
律
訓
練
、
ポ
ン
プ
操
法
、

放
水
訓
練
な
ど
予
定
ど
お
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
規
律
訓
練
は
鶴
田
分
団
と

柏
原
分
団
に
よ
り
行
わ
れ
、
キ
ビ
キ

ビ
し
た
行
動
に
参
加
者
も
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
旭
保
育
園

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
規
律
訓
練
で
は
、

大
園
祐
樹
く
ん
の
寒
さ
を
吹
き
飛
ば

す
よ
う
な
元
気
の
よ
い
掛
け
声
に
合

わ
せ
て
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
も
盛

ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
分
列
行
進
で
は
、
昨
年

11
月
に
結
成
さ
れ
た
鶴
田
郵
便
局
の

赤
バ
イ
ク
消
防
隊
も
参
加
す
る
な
ど
、

例
年
に
な
い
出
初
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
式
の
最
後
に
は
永
年
勤
続
章
な
ど
、

永
年
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た

功
労
者
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬

称
略
）

◇
鹿
児
島
県
消
防
協
会
の
部

　
功
績
章
（
20
年
以
上
）

　
楠
木
園
洋
一
　
満
園
新
一

　
精
績
章
（
15
年
以
上
）

　
栗
野
栄
進
　
外
園
良
次
　

　
岩
崎
光
義

　
勤
続
章
（
20
年
以
上
）

　
楠
木
園
洋
一
　
満
園
新
一

◇
鹿
児
島
県
知
事
の
部

　
勤
続
章
（
40
年
）

　
地
頭
園
誠
一

　
勤
続
章
（
10
年
）

　
宮
之
脇
茂
樹
　
上
牧
瀬
政
雄
　

　
塩
鶴
政
秋
　
赤
木
満
　
橋
元
健
二

　
外
園
忠
久
　
栗
野
菊
男
　
角
平
二

　
城
下
貞
吉
　
下
屋
敷
一
人
　
西
田

　
公
美
　
坂
元
龍
司

◇
薩
摩
支
部
の
部

　
勤
続
章
（
25
年
）

　
大
庭
慶
男

◇
鶴
田
町
長
の
部

　
勤
続
章
（
10
年
）

　
永
野
則
雄

　
退
団
者
感
謝
状

　
柳
田
信
孝
　
三
角
芳
文
　
祁
答
院

　
利
秀
　
松
清
浩
和
　
栗
野
廣
信
　

　
角
平
二
　
外
園
一
行
　
増
穂
実

町
消
防
出
初
式

雪
の
中
見
事
な
操
法
を
披
露

シリーズ学校紹介④ ～鶴田中学校～

体
験
的
な
活
動
を
実
施

川に親しむ活動の様子

　
本
校
で
は
、
「
21
世
紀
の

共
生
社
会
を
生
き
る
知
・
徳
・

体
の
調
和
の
と
れ
た
生
徒
を

育
成
す
る
」
た
め
に
体
験
的

な
活
動
を
重
視
し
た
取
り
組

み
を
数
多
く
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
か
ら
三
つ
だ
け

紹
介
し
ま
す
。

　
一
つ
目
は
「
川
に
親
し
む

活
動
」
で
す
。
こ
れ
は
、
今

年
か
ら
始
め
た
活
動
で
、
龍

舟
祭
で
使
用
し
て
い
る
「
ド

ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
」
を
活
用
し

た
取
り
組
み
で
す
。
初
め
て

の
中
学
生
に
と
っ
て
10
人
で

呼
吸
を
合
わ
せ
て
オ
ー
ル
を
漕

ぐ
の
は
難
し
い
ら
し
く
、
自
然

体
験
を
味
あ
う
と
と
も
に
、
協

力
的
態
度
や
集
中
力
を
養
う
の

に
適
し
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
「
ふ
れ
あ
い
竹
ぼ

う
き
づ
く
り
」
で
す
。
今
年
で

2
1

回
目
を
迎
え
る
本
校
の
代
表

的
な
行
事
の
一
つ
で
、
高
齢
者

の
方
々
の
ご
指
導
の
も
と
本
町

に
豊
富
に
あ
る
竹
を
使
っ
た
ほ

う
き
づ
く
り
で
す
。
活
動
の
後
、

生
徒
会
と
高
齢
者
と
の
そ
ば
の

会
食
を
し
な
が
ら
の
交
流
も
特

色
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。
今
年

は
１
月
22
日
に
行
わ
れ
、
大
変

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
三
つ
目
は
「
空
き
缶
拾
い
」

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

一
つ
で
全
校
生
徒
で
町
内
の
空

き
缶
を
拾
う
活
動
で
す
。
美
化

意
識
を
高
め
奉
仕
の
精
神
を
養

う
と
と
も
に
、
生
徒
の
モ
ラ
ル

の
向
上
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

　
二
十
歳
の
門
出
を
祝
う
成
人

式
が
、
１
月
３
日
（
金
）
町
中

央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
成
人
を
迎
え
た
56
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
町
長
を
は
じ
め

議
長
、
青
年
団
長
か
ら
祝
辞
や

激
励
が
あ
り
、
新
成
人
を
代
表

し
て
山
之
口
真
弘
さ
ん
と
徳
留

明
加
さ
ん
が
、
「
こ
れ
か
ら
は

大
人
と
し
て
責
任
あ
る
行
動
を

し
て
い
き
た
い
。
」
と
二
十
歳

を
迎
え
た
決
意
を
述
べ
、
21
世

紀
を
担
う
一
員
と
し
て
の
自
覚

と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
恩
師
か
ら
の
ビ
デ

オ
レ
タ
ー
が
上
映
さ
れ
、
当
時

の
思
い
出
が
紹
介
さ
れ
る
た
び

に
そ
の
頃
を
懐
か
し
ん
で
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

　
式
終
了
後
、
姉
妹
都
市
で
あ

る
青
森
県
鶴
田
町
の
「
鶴
田
焼

き
」
の
湯
呑
み
に
そ
れ
ぞ
れ
絵

付
け
を
行
い
ま
し
た
。
式
に
参

加
し
た
七
搦
文
代
さ
ん
は
「
久

し
ぶ
り
に
友
達
に
逢
え
て
懐
か

し
か
っ
た
。
鶴
田
焼
き
は
、
い

い
記
念
に
な
り
ま
す
。
」
と
感

想
を
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
成
人
式
も
、

多
く
の
保
護
者
が
参
加
し
、
振

袖
や
背
広
姿
の
成
長
し
た
子
供

た
ち
を
写
真
に
収
め
て
い
ま
し

た
。

（
徳
留
さ
ん
の
決
意
の
言
葉
は

生
涯
学
習
だ
よ
り
に
掲
載
し
て

あ
り
ま
す
。
）

町成人式

75人が大人の仲間入り

　
紫
尾
温
泉
神
ノ
湯
の
落
成
式
が
12

月
24
日
（
火
）
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
紫
尾
区
、

町
関
係
者
な
ど
約
70
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
式
で
は
、
中
野
幸
輝
紫
尾
区
長
が

改
築
ま
で
の
経
過
報
告
の
後
、
「
こ

れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
も
あ
っ
た

が
、
関
係
の
皆
さ
ん
の
努
力
の
お
か

げ
で
、
年
末
年
始
の
営
業
に
間
に
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
」
と

あ
い
さ
つ
、
そ
の
後
、
区
・
町
の
関

係
者
に
よ
り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
、
落
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
温
泉
の
無
料
開
放
も

さ
れ
、
完
成
を
待
ち
わ
び
た
入
浴
客

が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　

神ノ湯落成を祝う紫尾温泉

テープカットを行う関係者

全員で記念撮影

鶴田焼きの絵つけをする新成人

ポンプ操法を披露する団員

分列行進をする赤バイク消防隊


